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I　Peter　B．　Mayer教授（アデレード大学，オーストラリア）
　　の長期招請について
商学部教授　堀　中 浩
　1993年度明治大学国際交流基金事業による外国人研究者として，アデレ
ード大学政治学部のピーター・メイヤー博士（Peter　B．　Mayer　Ph．D）を迎
え，15回にわたる「貧困な民と肥沃な土地一第三世界の政治経済学一」
（Poor　People　and　Rich　band－The　Political　Economyof　the　Third
World）と題する講義を開講した。
　メイヤー教授は，アデレード大学政治学部で，インド研究を中心とした第
三世界の政治経済学について，多くの講義を担当されている。教授は，イン
ドの主要言語，すなわち，英語と並んで公用語となっているヒンディー語，
イスラムの人たちの言語であるウルドウ語，南インドのタミール語に，堪能
で，インド全土にわたる実態調査を丹念につみあげて，その事実認識にもと
ついて理論構成をおこない，きわめてすぐれた内容の諸論文を発表されてい
るo
　とくに1982年に発表された論文“South　India，　North　India，　the　Cap・
italist　Transformation　in　Two　Provincial　Districts”は植民地生産様
式論争に一石を投じたものとして有名である。その後もイスラムと政治，
「緑の革命」論などがあり，それらはつねに，第三世界，とくにインド社
会におこっている時代の転換の兆しを敏感に把握した上で，さらに人々の
意識や行動にも注意ぶかく目をむけながら，分析と研究をつづけ，その成
果として発表されたものである。
　このような教授の研究成果の上にたって，本学での15回の講義はつぎのよ
うな構成によっておこなわれた。
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第1節　この連続講義の概観とテーマ（序論）
　第1講　　第三世界入門
　第2講　　植民地支配の遺風
　第3講　　人権と経済発展の関係
第2節　本論一第三世界の政治経済学一
　第4講　　貧困・飢餓と人口との相関関係
　第5講　　第三世界の政治学の本質
　第6講　　第三世界の中の貧困
第3節村レベルの発展の論点
　第7講　　家族と女性の労働
　第8講　　生存のための斗争と社会的平等
　第9講　　農業革命～誰が“緑の革命”の恩恵を受けたのか？～
第4節　村と世界市場
　第10講　　第三世界の多国籍企業
　第11講　　熱帯林の問題と原住民の窮状
第5節　援助か，貿易か？一貧困者の救済のために一
　第12講　　何のための対外援助か？
　第13講　　NGOの開発参加
　第14講　　岐路にたつ第三世界
第6節　結論
　第15講　　夢一希望，そして平等
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　メイヤー教授は，毎回講義の前にシラバスを配布され，さらに講義に関連
した豊富な資料や，実際の生活の姿をスライドで紹介したりしながら，途上
国の社会の内部にあって，問題をとらえ，考え，理解するようにつとめら
れていた。
　教授は，この来日の機会に，家族ともども旅行されるなど，日本の文化や，
さらに農村社会の状況にも関心をもたれて交流をされたようである。　「緑の
革命」は，農業における生産性向上のための種子の改良を中心とする農業改
革をめざすもので，日本の米作は，長期にわたる種子の改良をつみかさねて
きたもので，メイヤー教授も大いに関心をもたれたようであった。アジアに
あって，日本のはたす役割は大きく，教授の研究もさらに前進されて，国際
交流の果実がみのり，発展することを希望してやまないのである。
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